












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１５）ウィッグ党史観については，H. Butterfield, Whig Interpretation of History , London,１９６５，越智武臣訳
『ウィイグ史観批判：現代歴史学の反省』未来社，１９６７年，を見よ。
（１６）この論争にかかわる主要論文は，Ch. Webster ed., The Intellectual Revolution of the Seventeenth Cen-
tury, London,１９７４に収録されている。
（１７）Hunter, Michael., Science and Society in Restoration England , Cambridge,１９８１，大野誠訳『イギリス科
学革命』南窓社，１９９９年，第５章 ; Brooke, J.H., Science and Religion: some historical perspectives , Cam-
bridge ,１９９１，田中靖夫訳『科学と宗教』工作舎，２００５年。
（１８）Jacob, M. The Newtonians and the English Revolution, 1689～1720 , Ithaca, New York, 1976.
（１９）ヴェーバー「儒教とピューリタニズム」『論選』１６７頁。
（２０）同，『論選』１６８頁。











（２８）「魔女」概念の生成については，Cohn, N., Europe’s Inner Demons, London,１９７５. 山本通訳『魔女狩り
の社会史』岩波書店，１９８３年。再版，１９９９年を参照せよ。
（２９）浜林正夫・井上正美共著『魔女狩り』教育社，１９８３年。
（３０）Thomas, K., op. cit ., pp.６３８～６３９. 荒木訳，下巻，９４０～９４２頁。
24 商 経 論 叢 第４４巻第３・４合併号（２００９．５）
（３１）Ibid ., pp.６３６～６４０. 荒木訳，下巻，９３７～９４４頁。
（３２）Ibid ., pp.３７１～３７６. 荒木訳，上巻，５３７～５４４頁。












（４０）Tawney, R. H., Religion and the Rise of Capitalism , London, 192６，出口勇蔵・越智武臣訳，『宗教と資
本主義の興隆』岩波文庫（以下，トーニー『興隆』と略記）下巻，１１９頁。
（４１）Seaver, P., Wallington’s World , Stanford, Ca., U.S.A.１９85 ; Jacob M. and Cadane, ‘Missing, Now Found :
Weber’s Protestant Capitalist’ in American Historical Review , vol. 108, no. 1, Feb. 2003. なお，これらを紹
介したものとして，山本通「M・ヴェーバーの『倫理』テーゼを修正する（下）」『商経論叢』第４０巻２
号，２００４年，を見よ。
（４２）Jacob M. and Cadane, op. cit ., p. 36.




（４６）Gilbert, A. D., Religion and Society in Industrial England : church, chapel and social change 1740―1914 ,












































（７６）Gilbert, A. D., op.cit .,




















26 商 経 論 叢 第４４巻第３・４合併号（２００９．５）
る」『論選』１９２頁。「現世を合理的に支配し，神に栄光を増す手段として……」『論選』２０３頁。「ピュー
リタンは，このことを願ったがゆえに，現世を合理的に変革し，克服するための有用な道具となったので
ある」『論選』２０６頁。
（９４）同『論選』１９４～１９６頁。
（９５）ヴェーバー「儒教とピューリタニズム」論文『論選』１８７頁。
（９６）ヴェーバー『倫理』，３６９頁。
（９７）ヴェーバー「世界宗教の経済倫理：序論」『論選』６５頁。
（９８）ヴェーバー「世界宗教の経済倫理：序論」『論選』８１頁。
付記：本稿は，２００９年３月１５日に東洋大学で開催された第二回「ウェーバー研究会２１」に於ける筆者の報
告原稿をもとに，新たに書き下ろしたものです。報告の機会を与えてくださった研究会のオーガナイ
ザーの先生方に，感謝いたします。
２００９年５月７日
サツキ咲く横浜六角橋，宮面が丘の研究室にて
ヴェーバーの「儒教とピューリタニズム」論文に関する一考察 27
